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ナ シ病害の発生予察の現状 と 問題点

は じ め に

ニ ホ ン ナ シ の 全 国 の 結果樹栽培面積 は， 平成 8 年で
17 ， 700 ha あ り ， 主要品種 に は 青 ナ シ の ‘二十世紀'， 赤
ナ シ の ‘幸水' お よ び ‘豊水' な どが あ る 。 二十世紀ナ シ の
栽培面積 の 占 有割合 は 20% で あ り ， 一 方， 赤 ナ シ の 幸
水， 豊水の 栽培面積 は 58 . 7% と ， 赤 ナ シ の比重が高 く
な っ て い る 。

こ れ ら ニ ホ ン ナ シ に 発生す る 病害の う ち ， 主要 な病害
は二十世紀ナ シ の大敵 と な る 黒斑病が あ る 。 二十世紀ナ
シ が発見 さ れて 100 年以上経過 し て い る が， 黒斑病 は，
い ま も っ て 最大 の 減収 要 因 と な っ て い る 。 赤 ナ シ の 幸
水， 豊水 は黒斑病 に 抵抗性であ る が， 黒星病， 輪紋病 に
はl穣病性であ り ， 主要病害 と な っ て い る 。

こ こ で は， 主要病害の黒斑病， 黒星病お よ び輪紋病の
3 病害 に つ い て ， 発生予察の 現状 と 問題点 に つ い て述べ
て み る 。

I 黒 斑 病

二十世紀 は黒斑病 に 特異的 に 発病 し や す い た め ， 生育
期間全体の病原菌 の 動 向 と 発生状況 の 監視が必要 で あ
る 。 果実 は 4�5 月 の 開花期か ら 小袋 を 掛 砂 る 時期 に 感
染す る た め ， 生育初期の 闘場の病原菌密度 と 胞子飛散量
の把握が問題 と な る 。 そ の う え ， 6 月 か ら 7 月 の新梢の
葉の発病 は ， 翌年の越冬伝染源の形成量 に影響す る 。

生育初期の発生予察 を 行 う に は， 休眠期 に 闘場の越冬

菌密度調査 を ま ず行い ， 4�5 月 の 開花期か ら 幼果期 は，

圃場内 の 胞子飛散量 の 動 向 に 注意 す る 。 6�7 月 の 生育
時期 の葉の発病 は ， 翌年の伝染源 と な る 越冬量 に 影響す
る の で， 圃場の胞子飛散量 と 病葉の増加 に 注意す る 。

1 越冬病原菌の密度調査

越冬伝染源 は， 権病芽 (病気 に よ る 腐れ芽) と 枝 に 形
成 さ れた 枝病斑で あ る 。 二十世紀ナ シ 圃場の病原菌の越
冬量調査 は， 一園場 当 た り 3�5 樹か ら 無作為 に 短果枝
の 花 芽 を 60 個 切 り 取 る 。 同 時 に ， 新 梢 は 同 一 樹 か ら
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1O�30 本採取 す る 。 調査時期 は 休 眠期 で よ い が， 奥定
作業 に入 る 前 ま で に 短果枝や新梢 を 採取 し て ， 調査 を終
わ っ て お く 。

短果枝の花芽の擢病芽調査 は ， 算定鉄 ま た は メ ス で花
芽を縦 に切断 し， 切断面の腐敗の有無で擢病芽 を判断す
る 。 花芽 に よ っ て は， 切断面の一部 の み腐敗 し た 擢病芽
も あ る の で注意す る 。 一方， 新梢の擢病芽調査 は ， 肢芽
を手で欠 き な が ら ， 欠 き 痕の腐敗の有無で判断す る 。 新
梢上 に形成 さ れた枝の病斑数 は ， 肢芽の 着生部位 ご と に
観察す る 。 枝の病斑 に は ， 赤褐色の も の と 灰黒色の病斑
の 2 種類が あ る 。

越冬菌密度 は調査園 ご と ， 地域 ご と に そ の 分布 を 解析
し， 休眠期の伝染源除去対策 に 活用 す る こ と が大切で あ
る 。 こ れ ま での越冬菌密度調査の結果， 多発警戒基準値
(要防除水準) は 次 の よ う に な る 。 短果枝 の 擢病芽率 は

5 . 0%以上， 阪芽 の 擢病芽率 は 1 . 5%以 上， 新檎 当 た り

の枝病斑数は 4 . 0 個以上 と し て い る 。 越冬菌密度が上記
の多発警戒基準値 の い ずれか を 超 え た 場合， 休眠期の伝
染源除去の徹底 を呼びか け る 必要があ る 。 ま た ， 地域 に
よ っ て 発生量が異 な る の で， 地域的 な発生状況の解析 を
十分 に行っ て お く 。

2 幼果の病菌付着量調査

二十世紀の幼果 は ， ナ シ の 開花期か ら 小袋 を 掛 砂終わ
る ま では病原菌の感染 に さ ら さ れて い る 状況 に あ る 。 し

か し ， 幼果 に 付着 し て い る 黒斑病菌の胞子 は ， 園場で は
肉眼で認め る こ と がで き な い。 肉眼で確認で き な い黒斑
病菌 の付着量 を ， ポ リ エ チ レ ン袋 に 幼果 を 密封す る こ と
で， 幼果の病原菌付着量 を簡易 に 知 る こ と がで き る (宇

田川， 1988) 。
ポ リ エ チ レ ン袋 に よ る 幼果 の黒斑病菌簡易検定法 は ，

5 月 の摘果時期 か ら 小袋掛 け 直前 に 実施 す る 。 幼果 は ー
園 か ら 無作為 に 100 個採取 し て ， ポ リ エ チ レ ン 袋 内 で
20�250Cの 定温器 に 2�3 日 間保存す る 。 保存後， 幼果
の発病状況の 調査 を 行 う ( 図 ー1 ) 。 な お， ポ リ エ チ レ ン

袋内での幼果の保存 を 従来 は 2 日 間 と し て い た が， 年次
に よ っ て 発病 し に く い こ と が あ り ， 現在 は 3 日 間 と し て
い る 。 本方法 に よ る 幼果 の 発病調査結果で， 多発瞥戒基
準値 を 5 . 0%以上の発病率 と し て い る 。 本方法 に よ る 黒
斑病菌密度 の推定 は ， ナ シ 生産者 自 身 が行 う こ と が で
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き ， 袋掛け前の薬剤の選択や防除時期の参考 と な り 利用
さ れて い る 。

3 圃場内の飽子飛散量 と 葉の発病

ナ シ 圏内 の胞子飛散量 は， 棚下 に 回転式胞子採集機 を
設置 し て 4�10 月 ま で調査 し て い る 。 こ の胞子採集機で
採集 さ れた Altemaria 属菌 の 約 90%以上 は 腐生菌 と さ

れ， ナ シ黒斑病菌 は わ ずか 10%以下の割合 と さ れて い
る 。

圏場内 の胞子飛散量 と 葉 の 発病 は 関係が深 く ， 6 月 以
降の胞子飛散の最盛期 か ら 一半句遅れ て ， 葉の発病が増
加す る 傾向 に あ る 。 こ の こ と は， 胞子飛散の量か ら 葉の
発病最盛期 を 予測 す る こ と が可能 と 思わ れ る 。 し か し，
4�5 月 の袋掛 砂 前 の 胞子飛散量 を 回転式胞子採集機で
行 う と ， 一半句 の 合計が 50 個以下 と 胞子採集量が少 な
く ， 生育初期 の病原菌活動 の 把握が不十分 と な っ て い
る 。 そ こ で生育初期の病原菌活動 を 回転式胞子採集機に
代わ っ て ， 伝染源 と な る 擢病芽 と 枝病斑の表面 に形成 さ
れた胞子形成量 を直接調査す る 方法 を 実施 し て い る (渡
辺， 1992) 。 調査の要領 は， 発芽期 に 短果校の 羅病芽 を
網袋内 に入れ， 枝病斑が形成 さ れた 一年生枝 を水に毒 し
て 3�5 日 お き に形成量 を調査 し て い る 。 伝染源上 に 形
成 さ れ る 胞子 の 形成量か ら ， 4�5 月 の病原菌活動 の 変
化 を予測す る こ と がで き る 。

E 黒 星 病

黒星病 は赤ナ シ の幸水， 豊水な ど に 発生 し や す く ， 初
期 の 発病 は 4�5 月 の 開花期か ら 幼果期 に 集 中 す る 。 こ
の た め ， 発生予察 を行 う に は越冬菌密度の調査 と ， 春期

の第一次伝染源か ら の胞子飛散時期 ・ 飛散量が防除上参

考 と な る 。
1 越冬箇密度の調査

鳥取 県 で は 多 発警 戒 基 準 値 の 越 冬 し た 擢 病 芽 率 を

1 . 0%以上 と し て い る 。 黒星病菌の 越冬場所 は 肢花芽の

芽鱗片 内 と 病落葉中 で あ る 。 越冬菌量 は 一年生枝 を 一圏

場か ら 20 本採取 し ， 15�20oCの湿室 に 5�7 日 間保 ち ，

般花芽の芽鱗片 の 緑 白 色部分 に 形成 さ れた 病斑で芽鱗片

発病 を 調査 す る 。 こ の 越冬調査 は ， 2�3 月 の 休 眠期 の

期間中に行い， 当年の越冬量 を知 る 。 芽鱗片病斑 は ナ シ

の 開花期 に は 芽基部病斑 と な り ， 4�5 月 の 伝染源 と な

る 。 赤ナ シ の栽培地帯では発病初期の 発生量 を 推定 し た

防除対策が必要で あ り ， 休眠期 の 聞 に病原菌密度 を必ず
調査 し て お く 。

そ の他， 病落葉 に つ い て は特 に ， 越冬調査 を 行 っ て い

な い。 今後， 病落葉が春期の第一次伝染源 と し て 重要視
さ れ る と ， 病落葉 に よ る 越冬量の評価が必要 と な る 。 枝
に残 っ た病斑 は 翌年の伝染源 と は な ら な い の で， 調査の
対象 と は な ら な い。

2 越冬伝染源 からの胞子飛散

春期の第一次伝染源 は芽鱗片病斑 (開花期 に は 芽基部
病斑 と な る ) か ら の分生胞子飛散 と 病落葉か ら の子の う

胞子飛散の両者が考 え ら れ る が， 地域 に よ っ て 両者の い
ずれかが伝染源 と な っ て い る 。

芽鱗片病斑 (芽基部病斑) か ら の分生胞子の採集 は ，

標病芽の直下 に ゴ ム 栓 ロ ー ト を 設置 し ， 雨水 を 採集 す る
よ う に す る ( 図ー2 の A) 。 採集 し た 雨水 は計測 し ， 雨水

中 の分生胞子 を 寒天液濃縮法 (梅本 ら ， 1989) に よ り 分
生胞子飛散量 を推測す る 。

病落葉か ら の子の う 胞子飛散量の調査法 は ， 地表面 に

病落葉 を 堆積 し ， そ の 上 に 煙突状 の ス テ ン レ ス 管 を 置
き ， 底部 に は胞子採集用 の ス ラ イ ド グ ラ ス ( グ リ セ リ ン

惨 を塗布) を 上 向 き に 置 く (図 2 の B) 。 調査時期 は 3
月 下旬か ら 5 月 下旬 ま で と し て ， 降雨の た び に ス ラ イ ド
グ ラ ス を 交換 し て 胞子 を観察す る 。 千葉県 で は， 第一次
伝染源 と し て 病落葉が重要 と し て い る (梅本， 1993) 。

鳥取県で も 胞子採集 を 行 っ た 結果， 春期の第一次伝染源
は芽鱗片病斑が子の う 胞子飛散に比べて早期 に 開始す る
と さ れて い た が， 病落葉の子の う 胞子飛散 も 芽鱗片病斑
と ほ ぼ同時期の ナ シ の 開花前後 に 飛散最盛期 と な っ て い
た 。 こ の こ と は， 鳥取県で も 芽鱗片病斑 に 限 ら ず病落葉
も 第一次伝染源 と な っ て い る 可能性が高 か っ た 。

3 気象条件 と 発病の関係

黒星病 は 雨媒伝染性であ り ， 降雨条件 と 温度 の条件に
よ っ て 発病 に 大 き な 相違が認 め ら れ る 。 特 に ， 本 病 は
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図 -2 ナシ黒星病 菌 の分生胞子 ( A ) と 子の う 胞子 ( B ) の採集方法
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図 - 3 ナシ黒星病 菌 分生子の葉へ の 接種後の 温度 お よ び

濡れ保持時間 と 発病 程度 (梅本， 1991) 

a)  : 葉の濡れ時間.

4�5 月 の 春期の感染 に よ る 初期 発病 の 多 少 は 当 年 の 果
実被害 に 直接影響 す る 。 図 3 に ， 温度条件 と ナ シ の葉

の濡れ時間 の違い に よ る 発病程度の 関係が示 さ れて い る
(梅本， 1991) 。 黒星病発病の最短時間の条件 は， 温度が
90Cで， ナ シ の葉の濡れ時聞 が 9 時間 で あ っ た 。 温度幅
の 広 い 5�250Cの 範 囲 で濡れ時 聞 が 12 時間以 上 に な る

と い ずれ も 発病が始 ま り ， 20"Cは最適発病温度 と な る 。
発 病 度 50 以 上 の 激 し い 発 病 と な る 条 件 は ， 温 度 は
1O�200Cで， ナ シ の 葉 の 濡れ時 聞 が 24 時間以上 と な っ
て い る 。

春期の初期感染時 に は， 上記の温度 と 濡れ時間 の観測

に よ り 黒星病の多発 を 予測 し ， 薬剤防除 に利用 さ れ る こ
と に な ろ う 。
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枝や幹 に 形成 さ れ た い ぽ病斑部 が伝染源 と な っ て ，
5�7 月 の 降雨 と と も に 柄胞子が果実や枝 に 伝 染 す る 。
果実の発病 は ， 二十世紀ナ シ な ど の 有袋栽培で は輪紋病
に よ る 果実被害 は あ ま り 認め ら れて い な い 。 し か し ， 赤
ナ シ の幸水， 豊水の栽培で は 無袋栽培が主流 と な っ て お
り ， 梅雨時期の 降雨 に よ っ て 果実が感染 し や す い。

発生予察 を 行 う 上で， 伝染源か ら の柄胞子の 飛散時期
を ま ず明 ら か に し， 果実お よ び枝の感受性 の 高 い 時期 を
明 ら か に し て お く 必要があ る 。 こ の こ と か ら ， 薬剤 に よ

る 重点防除時期 の範囲が限定 さ れ る 。

1 越冬菌密度の闇査

従来の 調査基準 で は， 成木一樹か ら 5 本 の 3�4 年生
の側枝 を対象 に ， 枝 に 着生 し て い る い ぽの 数量 を 計数す

る こ と に な っ て い る 。 鳥取県 で は， 二十世紀ナ シ 園 を対
象 に休眠期 に 一年生枝 を 採取 し て 黒斑病の越冬密度調査
と 同時 に ， 一年生枝 に 形成 さ れて い る 輪紋病の い ぽ数 を
調査 し て い る 。 こ の調査 に よ っ て ， 枝 の い ぽ発生の 分布
地域が手散布地帯 に 多 く ， ス ピ ー ド ・ ス プ レ ー ヤ散布 に
よ る 防除地帯で は比較的少 な い こ と が明 ら か に な っ て い
る 。 一年生枝の い ぽ発生量 は 少 な い が， 年次 に よ る 発生

霊の変動の比較 も 可能で， 枝 の 採取 も 容易 で あ り ， 一年
生校 に よ る 越冬密度 の予察がで き そ う で あ る 。

2 柄胞子の飛散時期調査

柄胞子の一般的 な 採集方法 は ， 輪紋病の 発病枝 を ナ シ
棚の上 に 置 き ， 発病枝の直下 に三角 ロ ー ト を 取 り 付 け雨
水 を 採集 す る 。 調査時期 は 4 月 �10 月 ま で と す る 。 採
集 さ れた 雨水中 の柄胞子 は ， 擾枠後一定量の雨水中の柄
胞子 を顕微鏡で調査 し て い た 。 最近 は ， 雨水中 の柄胞子
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ス ラ イ ド グ ラ ス

取 り 付 け容器 ( 発砲 ス チ ロ ー ル )

図 - 4 ス ラ イ ドグ ラ ス 捕捉法 に よ る 柄胞子の捕捉

(新 聞 ら， 1996) 

濃度が低 く て も ， 黒星病で開発 さ れた 寒天液濃縮法で調
査す る (梅本， 1989) 。 こ の 方法 に よ る と ， 柄胞子飛散
の 開始時期が よ り 明 ら か と な り ， 飛散最盛期の時期 も 把
握 し や す い。

雨水 に よ る 胞子採集 に代わ っ て ， 両面 テ ー プ を粘着剤
と し て塗布 し た ス ラ イ ド グ ラ ス を輪紋病の発病切 り 校の

直下 に設置す る 方法 (図-4) が取 ら れて い る (新 田 ら ，

1996) 。 ス ラ イ ド グ ラ ス 捕捉法 は ， 雨水採取法 よ り 気象

要因解析 に適 し て い る と さ れて い る 。

3 果実， 枝の輸紋病菌 に対す る 感受性の時期 的変化

果実お よ び新梢の枝の輪紋病菌 に対す る 感受性 は ， ナ

シ の生育時期 と と も に 変化す る こ と が明 ら か と な っ て い

る 。 赤ナ シ の豊水， 幸水の輪紋病菌 に対す る 果実の感受
性は， 福島県では 6 月 一杯 は 感受性が高 く ， 豊水 で は 7

月 中旬 に な る と 急速 に 低下す る 。 し か し ， 幸水で は 7 月

一杯 は高 い感受性 を維持 し て お り ， 8 月 に 入 っ て か ら は

低下す る (尾形 ら ， 1993) 。 こ の こ と は ， 果 実 の 感受性

の時期的変化か ら ， 重点、防除時期 の範囲が絞 り 込 ま れ る

よ う に な っ た 。 同様 に ， 新梢の輪紋病菌 に対す る 感受性
の時期的変化 に つ い て ， 広 島 県 で は 新梢の伸長停止期か
ら 2 か月 後 に感受性が急激 に 低下す る 。 そ の後 は ， 無傷
の 条件で病原菌 を 接種 し で も 感染 が認 め ら れ な い。 ま
た ， 枝の輪紋病防除時期 に つ い て ， 気温の 条件 と 新檎停
止時期 と の 関係 か ら ， ①最重点防除時期， ②重点防除時
期， ③一般防除時期， の 3 段階 に 区分 し て い る (新田 ，
1996) 。
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